
 

 

                                                     

 立春（２／４）の前日を「節分」といいます。節分には文字通り「季節を分ける」と

いう意味があります。この季節の変わり目には，邪気（病気や災いをもたらす悪いオニ）

が入りやすいと考えられていて，それを払うため，節分には豆まきが行われます。 

 また，節分にいつの間にか定着した恵方巻。福を巻き込む「巻き寿司」，福を切らない

「包丁を入れない」という縁起担ぎだそうです。 

 節分・立春も過ぎ，春の足音が聞こえてきそうな季節ですが，まだまだ寒い日は 

続いています。気温の変化に対応し，手洗い・うがいの励行や生活リズムを安定さ 

せるなどの健康管理に努めましょう。             

 

 

  

２月１日（水）に学校薬剤師の佐野先生に，教室内の二酸化酸素濃度を測定していただきました。検査結果

は下記の表のとおりでした。 

 場 所  測定時刻 測定値（ｐｐｍ）  室 温 ℃）   暖 房  換気の状況 

 

  

１の５教室 

北校舎２階 

 

 

在室人数 

 ４０名 

 

 

 １４：２５ 

 

 １０００ 

 

  １７．８ 

 

  切 

授業開始時 

窓締切  

換気扇 入 

 

 １４：５０ 

 

 １１００ 

 

  １９．４ 

 

  切 

授業開始２５分後 

窓締切  

換気扇 入 

 

 １５：１５ 

 

 １２００ 

 

  ２０．３ 

 

  切 

授業開始５０分後 

窓締切  

換気扇 入 

  ※ 教室内の二酸化炭素濃度の基準：１５００ｐｐｍ以下であることが望ましい。 

 

 休み時間に換気をしているため，授業開始時の数値は基準値以下であり，良好でした。授業開始後の２５分

後は１１００ｐｐｍ，５０分後は１２００ｐｐｍで，いずれも基準値内であり良好な状況でした。 

窓を閉めている状況ですが，換気扇が入れてあったため教室内の空気の汚染はありませんでした。 

 

もし，換気扇を入れていなければ，二酸化炭素濃度は基準値を超えることが予想されます。一昨年は，換気

扇が後方だけ稼働していたため，２５分後，５０分後とも二酸化炭素濃度１６００ppmでした。 

このことからも，換気扇をしっかり起動させることが重要だとわかります。 

汚れた空気は気管や粘膜を傷めるため，抵抗力を落としてインフルエンザ等の感染症にもかかりやすくなっ

てしまいます。また，教室内の空気が汚れていると学習能率が下がります。 
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空気検査を実施しました 

そこで！ 

良い環境で学習するために，以下の２点を守ってく

ださい。 

 ① 休み時間には，必ず換気をしましょう。 

   （教室の対角線上の両サイドのドアと窓を開け 

    空気の流れを作ること。） 

 

    ② 暖房を入れるときは，必ず換気扇も入れましょう。 

    

                    

 



 
 

 


